
  

我々、放射線技師の業務は撮影だけでなく、医療機器の点検・管理、医療被ばく

の管理等と多岐にわたっています。又、近年、チーム医療推進の一環として「画

像診断における読影補助」が、放射線技師に求められるようになりました。 

日々の診療においても、臨床医と共に読影に携わることで診断の信頼度を高める

事に貢献しています。今回は当院で行っている読影補助の取り組み内容をご紹介

します。 

 

 

～放射線技師の読影補助～ 

“カンファレンスへの参加” 
放射線技術部では以下のカンファレンスへ参加しています。 
「脳神経カンファレンス」「整形カンファレンス」 
「乳腺カンファレンス」・・・私たちが撮影した画像を 
通じて、患者さんの治療方針について話し合う場です。 

“カンファレンスの開催” 
放射線技術部では放射線技師、放射線科医と共に症例報告 
を行います。自分たちで学習し、画像の特徴的な所見、 
撮影方法のポイントをプレゼンテーション方式で行って 
いきます。 

“一次読影” 
冠動脈CT、心筋シンチグラフィに関しては撮影条件、撮影画像を基にレポー
ト（所見の有無、追加検査の提案等）を作成しています。作成したレポートは
循環器内科医が二次読影を行います。 
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福岡市では4月7日に緊急事態宣言が出され、外出自粛となっています。 

そこで、みんなが家にいる時間にどんなことをしているのか 

放射線技術部のメンバーにアンケートをとってみました！ 

🏡 🏡 

外に出られない事で気が滅入りますが、これを機にパン作りやマスク作りなど 

新しい事にチャレンジしてみてはいかがでしょうか。 

外出自粛を継続し、おうち時間を楽しみましょう！ 

映画・テレビ鑑賞 ゲーム 

ネット動画鑑賞 

ネットサーフィン 
庭いじり 

家の掃除・片付け 

パン作り 

読書 

子供と料理 美味しいお店の出前 

犬・子供と散歩 
マスク作り 

ランニング 

バトミントン 
（庭などで） 


